
平成 29 年（2017 年）度 第 7 回 災害時リハビリテーション支援研修会 報告 

 

大規模災害リハビリテーション支援チーム本部運営ゲーム（REHUG） ファシリテーター養成研修会 

 

【主催】大阪府大規模災害リハビリテーション支援研究会 

【日時】2017 年 11 月 25 日（土） 14 時から 18 時 

【場所】大阪コロナホテル 

【講師】佐藤 亮 先生（公益社団法人 熊本県理学療法士協会 理事） 

【司会】冨岡 正雄（大阪府大規模災害リハビリテーション支援研究会会長、 

大阪 JRAT 事務局長、JRAT 近畿ブロック代表） 

【事務局】冨岡 正雄  

松岡 雅一（大阪 JRAT、公益社団法人 大阪府理学療法士会 災害担当理事） 

 

【受講者数】52 名 

内訳：大阪 19 名（MD1 名･PT10 名･OT4 名･ST4 名） 京都 5 名（PT4 名･CM1 名） 

 兵庫 11 名（PT7 名･OT3 名･ST1 名） 滋賀 4 名（PT2 名･OT1 名･ST1 名） 

 奈良 5 名（PT4 名･OT1 名） 和歌山 8 名（MD1 名･PT5 名･OT1 名･ST1 名） 

【次第】13 時 55 分 開会挨拶 冨岡正雄 

14 時    講義１（40 分）熊本地震における本部運営の実際 佐藤亮 先生 

14 時 40 分  講義２（200 分）REHUG ファシリテーター養成研修 佐藤亮 先生 

    18 時    総括・質疑応答、修了式、事務連絡（翌日の REHUG 研修会に関してなど） 

【要約】 

講義１ 熊本地震における本部運営の実際 

REHUG 実施に当たり事前理解が必要な災害に関する基本事項（災害の定義、JRAT 基

本方針、災害と ICF、災害時医療対応の原則など）と熊本地震概要に関する講義。 

講義２ REHUGファシリテーター養成研修（ゲーム内容の理解と体験） 

REHUG自体（ゲームの構成内容、使用カード、クロノロ、ゲーム上の決まり、参加者への配

布資料、ファシリテーターの役割、参加者の役割、REHUG 研修会の構成やファシリテータ

ー数・参加者数の配置など）に関する講義。 

【総括】  

・REHUG の演習目的は本部活動の大変さや混乱状況、それに迅速かつ柔軟に対応する必要性を疑似体

験することである。 

・上記のような疑似体験から本部や現場活動に必要な簡潔かつ効率的な対処能力、JRAT 組織としての隊

員であることの理解を養う。また平時からの災害対策準備に活用する。 

・上記内容を理解の上で研修参加者の養成、スキルアップに必要なファシリテートを提供する。 

・ファシリテーターが初心者や経験が少ない場合は 1 グループに 2 名配置してもよい。 

・ファシリテーターも経験を重ねより質の高いファシリテーターを目指す。 

（報告書作成者 松岡雅一） 
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